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【背 景】 
清酒の輸出は、船便による長期間の輸送となるため、品質の劣化が問題となっています。また、酵

母が生成した尿素による成分が規制の対象となり、輸出を拡大するうえで障壁となるといわれていま

す。そこで当センターでは、抗酸化能に優れた乳酸菌と尿素低産生の酵母（図１）を開発しました。

これら乳酸菌と酵母の両菌体の活用により輸出に適した清酒製造が可能となるため、これら菌体の利

用促進と、輸出に関する情報交換を目的とし、「輸出向け清酒研究会」を設立しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【内 容】 

本研究会では、県内清酒製造企業と清酒の輸出に関する情報交換を行い、輸出に適した清酒製造と

清酒の輸出実務に関する課題解決に向けた知見の共有を行いました。また、開発した菌体について、

菌体の開発経緯やそれら菌体を用いた清酒の試験醸造結果を紹介しました。研究会は４回開催され、

あわせて 16社 31人が参加しました。 

情報交換（第 1回）では、清酒の輸出に関するアンケートを事前に配布し、当日にその内容で情報

交換しました。会員からは、輸出時に発生すると考えられる清酒の劣化に関することや、輸出実務に

ついて興味がある等の意見が寄せられました。 

講演会（第２回と第４回）では、清酒の劣化と輸出実務

の知見を得るために、３名の外部講師の方にご講演いただ

きました。製造面では清酒の劣化に関する講演会、輸出実

務の面では日本酒の輸出動向と規制の講演を行いました。

会員から多くの質問が出る等活発な情報交換が行われまし

た。 

開発菌体の紹介（第３回）では、開発酵母は、一般的な

酵母と比べて尿素が低産生の特長があり、その酵母を使っ

た小仕込み試験で３年間尿素が発生しなかったこと等を共

有しました（図２）。 

 

 

【成果】 
本研究会をきっかけとして、会員企業より来年度の清酒製造で開発菌体を使用したいというご要望

をいただきました。来年度は、開発菌体を使った清酒製造の促進を行う予定です。本研究会の活動を

通して、今後、当該の菌体を利用した製品の開発やその輸出が期待されます。 
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図１開発菌体 

（左：乳酸菌、右：酵母） 

〇第１回 令和５年７月２１日オンライン開催 

清酒の輸出に関する情報交換 

〇第２回 令和５年８月２５日オンライン＆対面開催 

清酒の劣化に関する講演会 

〇第３回 令和５年９月２２日オンライン開催 

開発菌体の紹介 

〇第４回 令和５年１１月１７日オンライン開催 

清酒の輸出に関する規制の講演会 

図２センター開発酵母紹介 
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